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問 都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

　今後は、パブリック・コメント（意見の募集）で
出た意見も踏まえ、菊陽町都市計画マスタープラ
ンを作成していきます。

　菊陽町都市計画マスタープランの見直しに関す
る住民説明会を１月27日・30日に開催しました。
　今回の住民説明会では、現在の菊陽町都市計画
マスタープランの基本的な考え方は継続した上で、
部分的に見直しを行い、社会情勢などの変化に対
応した都市づくりの方針を新たに定めるものとし
て、全体構想における都市づくりの理念や将来都
市構想の概要などについて説明を行いました。
　参加した町民の皆さんからは、今後の土地利用
に関すること、農地の保全に関すること、交通渋
滞対策に関することなど、さまざまな質問や意見
をいただきました。
　今回の住民説明会でいただいた意見については、
菊陽町都市計画マスタープランの見直しのみなら
ず、今後の都市づくりにも生かしていきます。

問 総合政策課　企画政策係　☎（232）2112

策定審議会を開催しました
第７期菊陽町総合計画策定に向けて

など、各分野においてさまざまな意見が出ました。
　第４回会議後には、審議会の澤

さわ

田
だ

道
みち

夫
お

会長から
𠮷本町長へ答申書が手渡されました。
　第７期菊陽町総合計画基本構想は、令和７年度
から16年度までの10年間の、町の将来像とその
実現に向けた指針を示す構想で、今後、３月議会
の議決を経て正式に決定します。

　町では、世界的半導体企業が進出を表明して以
降、町を取り巻く環境が大きく変化しています。
この変化に対応し、必要な施策を確実に推進する
ため、現在の「第６期菊陽町総合計画」の見直し
ではなく、全く新しい「第７期菊陽町総合計画」
の策定に向け、議論を進めています。
　１月24日、公募委員のほか、学識委員や各種
団体の代表者など計20人で構成する策定審議会
の第３回会議を開催しました。会議では、11～
12月に開催した住民懇談会や過去の審議会であ
がった意見を反映させた基本構想素案の内容につ
いて、審議を行いました。
　また、２月６日には第４回会議を開催。第３回
会議での意見をもとに修正した基本構想素案につ
いて審議しました。その後、基本構想を実現する
ための具体的な施策について示す前期基本計画素
案について事務局から説明。委員からは「長い文
章も読みやすいよう工夫してほしい」「指標のあ
り方や内容について検討が必要」などの意見をは
じめ、福祉、教育、生涯学習、都市基盤、商工業

菊陽町都市計画マスタープラン住民説明会
を開催しました

住民説明会の様子

答申書を手渡した審議会澤田会長（左）と𠮷本町長（右）
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男女共同参画社会の実現へ
令和６年度よかつれフェスタ21

12

自身の経験を元に男女共同参画について講演した三宅さん

　よかつれフェスタを図書館ホールで開催しました。
菊陽中学校合唱部がオープニングを飾り、標語＆フォ
トコンテストの表彰式や、県警初の女性警察署長であ
る三

み

宅
やけ

晶
あき

子
こ

さんによる「トライ～私の巡査奮闘記」と
題した講演がありました。
　参加者は「三宅さんの話は経験も交えてあり、とて
も分かりやすかった」「たくさんの町民に参加してほ
しいイベントだった」などと感想を話しました。

日々の努力実る
学生音楽コンクールでグランプリ23

12

　菊陽西小学校６年生の出
いで

口
ぐち

結
ゆ

唯
い

さん（三里木）が、第
57回熊日学生音楽コンクールでグランプリの熊日大
賞を受賞したことを、𠮷本町長に報告しました。
　演奏が好きで、楽器を触らない日はほとんどないと
いう出口さんは「毎日の練習を欠かさず続けてきた努
力が実った」と語り、表敬訪問後は、集まった職員た
ちの前で受賞曲の「華麗なるポロネーズ第２番」、ク
リスマスソングの「きよしこの夜」を披露しました。

華麗な演奏で職員たちを魅了した出口さん

都市部と農村部の交流
南小児童がにんじんで卒業証書作り23

1

県伝統工芸士からすき紙の作り方を教えてもらう児童

　町地域おこし協力隊の平
ひら

田
た

悠
はるか

さんが企画し、菊陽南
小学校６年生13人がにんじんを使ったすき紙作りを
体験しました。これは、町の特産物であるにんじんに
ついての地域学習の一環として行ったもので、今回
作成したすき紙は、児童に贈られる卒業証書に使われ
ます。
　紙すきを初めて経験した森

もり

田
た

遥
はる

乃
の

さん（曲手）は「簀
す

桁
けた

（木枠）が重くて難しかった。どんなふうに仕上がる
のか、完成が楽しみ」と笑顔を見せました。

伝統芸能を体験
能楽鑑賞会「熊本三獣士」「高砂」23

1

　菊陽中部小学校、菊陽西小学校、武蔵ケ丘小学校の
児童を招き、図書館ホールで能楽鑑賞会を開催しまし
た。児童たちは、熊本に所縁のある新作狂言「熊本三
獣士」、狂言「高砂」を鑑賞したほか、新作狂言「熊
本三獣士」には、事前に能楽師と稽古を積んだ６人の
児童が出演し、会場を盛り上げました。
　出演した児童は「稽古のときは、音程や昔の言葉の
言い方が難しかった。とても楽しかったので、また参
加したい」と感想を述べました。

子狸役として出演する菊陽西小学校の児童


